
医療法人せいざん　青山病院　　　　　　　　　　 令和3年9月号

季節の風景診療案内　　
月曜日～金曜日　午前：９時～１２時　午後：４時～６時　
土曜日　　　　　午前：９時～１２時　午後：休診
休診日：日曜・祝日・年末年始(12月31日～1月3日)・お盆(8月15日)

月曜日　午前：青山　午後：大村  　　　　　木曜日　午前：大村　午後：宮里
火曜日　午前：大村　午後：宮里　　　　 　 金曜日　午前：宮里　
水曜日　午前：宮里　午後：卜部・原                午後：竹中(脳神経内科)　 
　　　　　　　　　　　　　(腎臓内科)　    土曜日　午前：内科(交代制) 稲刈り

 
 

十 

五 

夜

当院看護部にて、呉市内に所在する清水ヶ丘
高校看護専攻科の実習生を受け入れました。
実習生のみなさんは、主に受け持ち患者様と
の関りから看護展開の仕方や・ケアの方法な
ど、現場での知識と技術をより深めるため、
頑張っておられます
実習生の受け入れは、当院では初めての取り
組みで、日常業務の多忙化など不安や戸惑い
も多かったのですが、実習指導責任者を主体
にホスピタリティマインドのもと、当院の二
つの機能である、「急性期病院の後方支援
としての役割」「在宅療養支援病院としての
役割」についても学んで貰える様、各部署が
指導見学に協力してくれています。
                        ９月上旬までの期
                        間ですが、将来の
                        看護を担う若い人
                        材の育成に、皆様
                        のご理解とご協力
                        をお願いします。

看護専攻科の生徒さんが実習に来られました 　　　　 

十
五
夜
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ば
別
名
「
仲
秋
の
名
月
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は
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中
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名
月
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と
も
呼
ば
れ
、

日
本
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と
っ
て
秋
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風
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え
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が
、
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い
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旧
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で
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7
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仲
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仲
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一
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、
中
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、
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ど
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お
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ど
と
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れ
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10
月
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お
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日
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と
呼
び
、

こ
の
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は
稲
刈
り
が
終
わ
っ
て
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田
の

神
」
が
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に
帰
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日
と
さ
れ
て
い
ま
す
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な
お
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十
五
夜
の
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十
三
夜

の
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は
両
方
見
な
け
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な
ら
な
い
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い
う
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え
が
あ
り
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ち
ら
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一
方
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す
。

お
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が
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本
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り
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す
。
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入
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と
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民
の
間
に
も
お
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き
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が
、
平
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農
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く
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農
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が

収
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で
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事
を
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す
る
日
で
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

夜
間
外
出
の
機
会
が

減
っ
た
今
年
は
自
宅

で
静
か
に
お
月
見
を

楽
し
む
の
も
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

7月26日、30日の2回にわたって「業務上の責任と
倫理」と題して看護補助者を対象に研修が行われ
ました。
看護補助者の業務上の責任では、医療の場におい
て看護師だけでなく医療チームの一員として患者
に最適で質の高いケアやサービスを提供し互いが
役割を認識し協力して業務を行うこと、自らの役
割を認識し理解するとともに業務に責任を持つこ
とを学びました。
看護補助者の倫理では介護従事者としてあるべき
基準や自らを律する規範である「害を及ぼす行為
とは」「知識技術の研鑽」「個人情報の保護と守
秘義務」「様々な職種との連携」を学びました。
ここで学んだ4つは業務を行う上で必要不可欠なも
のです。
業務が忙しく追われると、余裕がなくなり心のこ
もった業務がおろそかになってしまうことがあり
                    ますが、今回改めて学んだ
                    事を忘れず、患者様に満足
                    していただけるようなケア
                    に努めたいと思います。

看護補助者研修会を実施しました

本館看護師長

　　　　　住本順子

介護部ケアワーカー　
　　　　　　　小野廣


